
嚢

報

一
九
九
六
年

一
月
よ
り

一
九
九
六
年

一
二
月
ま
で

班

研

究

唐
宋
美
術
の
研
究

班
長

骨
布
川

寛

一
九
九
五
年
四
月
か
ら
五
ヶ
年
の
計
割
で
始
ま
っ
た
本

研
究
は
､
障

･
唐

･
五
代

･
宋
代
の
美
術
全
般
に
つ
い
て
よ

り
精
確
な
理
解
を
目
指
す
｡
特
に
葉
菜
の
橡
に
達
し
た
盛

唐
美
術
を
中
心
に
'
初
唐
か
ら
そ
こ
に
至
っ
た
過
程
'
ま
た

そ
こ
か
ら

一
輪
し
て
寓
薫
的
な
山
水
蓋
や
花
鳥
蓋
に
代
表

さ
れ
る
宋
代
美
術
を
生
む
に
至

っ
た
背
景
を
探
る
｡
具
膿

的
な
方
法
と
し
て
は
出
土
や
俸
世
の
文
物
へ
石
窟
寺
院
の
沸

教
美
術
'
重
論

･
書
論
の
垂
術
論
を
三
本
の
柱
と
し
て
､
吏

表
と
合
講
を
交
え
て
進
め
て
い
-
｡
本
年
の
垂
術
論
の
合

講
は

『
盃
州
名
董
録
』
(宇
佐
美
文
理
捨
普
)
を
取
り
上

げ
た
｡一
月
二
二
日

京
都
精
華
大
学
所
蔵
中
国
石
刻
拓
本

資
料
の
調
査

山
名

伸
生

一
月
二
九
日

二
月

二

一日

二
月

一
九
日

二
月
二
六
日

天
龍
山
石
窟
と
盛
唐
彫
刻骨
布
川

寛

唐

･
五
代
の
耀
州
窯

出
川

哲
朗

大
唐
西
域
記
所
掲

･
摩
討
刺
俺
園
大

都
城
城
南
故
伽
藍
観
自
在
菩
薩
像
に
関

す
る
試
論

山
岸

公
基

大
和
文
華
館
所
蔵
石
造
四
面
像
を
め

四
月
二
二
日

五
月

1
三
日

六
月

一
〇
日

六
月
二
四
日

七
月

八
日

一
〇
月
二
一
日

一
〇
月
二
八
日

一
一
月

三
日

一
一
月

一
八
日

二

月
二
五
日

一
二
月

二
日

法
顛
侍
研
究

ぐ

っ
て

藤
岡

穣

敦
煙
唐
代
石
窟
に
お
け
る
瑞
像
表
現

骨
布
川

寛

二
十
四
孝
圏
の
襲
遊

金

文
京

新
出
の
典
薬
寺
十

一
両
観
音
檀
像
に

つ
い
て

松
田
誠

l
郎

泉
尾
博
古
館
所
蔵
南
柏
林
寺
弘
願
和

筒
銘
蓋
像
石
棺
に
つ
い
て外
山

潔

エ
ロ
ー
ラ
石
窟
に
お
け
る
文
殊
菩
薩

固
像

の
展
開

定
金

計
攻

自
鶴
美
術
館
所
蔵
唐
代
金
銀
券
の
調

査

山
中

理

墓
の
品
第
に
つ
い
て

河
野

道
房

藤
井
有
井
館
所
癌
宋
代
書
書
の
調
査

官
布
川

寛

中
国
給
墓
の
四
季
表
現
藤
田

伸
也

中
庸
期
に
お
け
る
行
書
寡
文
碑
の
流

行
と

『
述
書
賦
』

大
野

修
作

蒲
湘
八
景
園
に
お
け
る
中
国

･
朝
鮮

板
倉

聖
哲

班
長

乗
山

正
進

三
月
を
も

っ
て
濠
定
ど
お
り
終
了
し
た
｡
五
世
紀
初
頭

に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
'
中
イ
ン
ド
を
経
て
ス

-
ラ
ン
カ
に
い
き
'
マ
ヒ
ー
シ
ャ
ー
サ
カ
部
の
律
典
を
得
'

南
海
よ
り
中
園
に
締

っ
た
法
顕

の
行
歴
記
は
'
昔
時
の
中

央
ア
ジ
ア
､
イ
ン
ド
の
沸
教
事
情
を
叙
述
し
て
い
る
｡
章

巽

『
法
顧
俸
校
注
』
(上
海
古
籍
出
版
社
､

一
九
八
五
)

を
テ
キ
ス
ト
に
そ
の
注
を
読
み
つ
つ
､

一
九
世
紀
の
俳
評

注

一
例
'
二
〇
世
紀
初
め
の
英
諾
注
三
例
'
日
本
語
謡
注

二
例
の
諸
謀

を
照
合
し
て
'
操
る
べ
き
現
代
語
帯
を
作
成

し
､
あ
わ
せ
て
五
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド
を
班
員

の
専
門
分
野
で
あ
る
歴
史
'
言
語
､
宗
教
､
考
古
'
美
術

な
ど
多
角
疏
鮎
を
も

っ
て
検
討
し
た
｡

謡
経
僧
俸
研
究

班
長

乗
山

正
進

詩
経
借
と
は
'
イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に
や

っ
て
き
て
'
経
典
漢
詩
に
参
董
し
た
俳
数
倍
で
あ
る
｡
か

れ
ら
に
関
す
る
情
報
は

『
高
僧
俸
』
『
蹟
高
僧
俸
』
『
宋
高

僧
博
』
な
ど
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
俸
記
を
班
員

の
専
門
分
野
で
あ
る
歴
史
､
言
語
'
宗
教
'
美
術
な
ど
多

角
税
鮎
を
も

っ
て
義
解
検
討
し
'
四
世
紀
-
八
世
紀
の
'

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
南
ア
ジ
ア
に
わ
た
る
地
域
の
歴
史
'
文

化
'
そ
の
他
お
お
-
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
｡
あ
わ
せ
て
操
る
べ
き
現
代
語
講
を
作
成
す
る
｡
研

究
合
は

一
九
九
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇

一
年
三
月
ま
で
隔

週
の
月
曜
日

(二
時
-
五
時
)
に
文

献
セ
ン
タ
ー
合
議
室
で

開
催
｡
本
年
度
は
改
修
工
事
の
た
め
七
月
以
降
休
合
と
し

た
｡
中
国
語
音
韻
史
の
研
究

班
長

高
田

時
雄

本
研
究
班
は
,

l
般
の
書
目
に
は
著
録
さ
れ
る
こ
と
の

脚

稀
な
明
清
の
音
韻
寧
関
係
の
資
料
を
取
り
上
げ
､
序
験
や
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凡
例
の
合
講
を
通
じ
て
'
そ
の
資
料
的
性
格
を
聞
明
し
'

明
清
の
音
韻
史
を
辿
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
最
終
的

に
は
､
『小
学
考
』
の
補
編
と
も
い
う
べ
き
明
清
の
音
韻

草
書
の
提
要
の
作
成
を
目
的
と
す
る
｡
四
年
目
の
今
年
度

は
､
以
下
の
資
料
に
関
す
る
班
員
諸
氏
の
報
告
を
得
た
｡

字
嚢

(韻
法
直
園

･
韻
法
横
園
)
(中
前
千
里
)､
等
音

(木
津
祐
子
)

ま
た
'
香
港
中
文
大
挙
に
留
学
中
の
吉
川
雅
之
が
梅
州

地
区
客
家
語
の
概
況
を
報
告
し
た
他
､
楊
創
橋
氏

(復
旦

大
学
中
文
系
)
を
講
師
に
招
き

｢近
代
漢
語
的
層
音
合
口

問
題
｣
と
題
し
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
｡

過
噴
出
土
木
簡
の
研
究

班
長

富
谷

至

私
た
ち
の
研
究
班
は
居
延
藻
簡
や
敦
燥
漠
簡
な
ど
の
出

土
資
料
を
古
文
書
学
的
手
法
を
通
し
て
讃
み
解
-
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
｡
本
年
度
は

『敦
煙
漠
簡
』
(甘
粛
省

文
物
考
古
研
究
新
編
'

一
九
九
一
年
'
北
京
､
中
華
書
局
)

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り
上
げ
た
｡
木
簡
現
物
に
よ
っ
て

研
究
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
私
た
ち
は
'
次
善
の
策
と
し
て

同
書
所
収
の
寓
虞
圏
版
に
よ
る
合
意
を
行
い
'
同
書
の
揮

文
と
は
別
途
に
新
し
い
樺
讃

･
注
解
の
作
業
を
進
め
て
い

る
｡
中
国
技
術
史
の
研
究

班
長

田
中

淡

本
研
究
班
は
'

一
九
九

一
年
四
月
か
ら
五
年
間
の
研
究

期
間
を
終
了
し
た
o
す
で
に
班
員
執
筆
に
よ
る
研
究
報
昔

書
の
編
集
を
終
え
て
'
ま
も
な
く
刊
行
の
濠
定
で
あ
る
｡

『哲
匠
録
』
亀
山
篇
は
'
合
漬
し
た
漠
-
唐
部
分
に
つ
い

て
大
幅
に
増
補
し
た
テ
キ
ス
ト
原
稿
の
作
成
を
完
了
し
て

お
り
'
印
刷
刊
行
の
方
途
を
得
た
い
｡
王
禎

『農
書
』
に

つ
い
て
は
'
す
で
に
合
講
を
完
了
し
た
分
か
ら
近
々
に
順

攻
定
稿
を
ま
と
め
る
作
業
に
着
手
す
る
預
定
で
あ
る
｡

標
記
の
期
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
研
究
襲
表
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
｡

7
月
二
三
日

一
月
三
〇
日

二
月

六
日

二
月

一
三
日

二
月
二
〇
日

〟

二
月
二
七
日

〟

三
月

五
日

三
月

〓

一日

中
圃
技
術
の
侍
統

張
家
山
竹
簡

『引
書
』
の
初
歩
的
研

究

高

大
倫

董
滞
中
部
の
民
家
の
調
査

-
l
九
克

〇
年
以
前
の
重
中
粁

･
彰

化
噺
を
中

心
に
し
て

許

雪
姫

中
国
園
林
植
物
の
考
察
森
村

謙

一

大
赦
永
常
と
王
頼

掘
尾

筒
志

高
橋
至
時
の
惑
星
理
論
嘉
数

次
人

江
戸
中
期
の
科
学
者
像
-
波
川
春
海

の
場
合

川
和
田
晶
子

探
衣
の
構
成
に
関
す
る
一
考
察

相
川
佳
予
子

明
代
に
お
け
る
外
囲
人
の
給
賜
織
物

H
u
d
eg
ard
S
ch
eid

傷
寒
論
の
諸
問
題
に
つ
い
て
石
田

秀
箕

中
園
人
の
夢

太
平

桂

一

班
長

田
中

淡

｢中
国
技
術
史
の
研
究
｣
に
引
き
綬
い
て
'

一
九
九
六

年
か
ら
五
年
間
の
計
重
で
'
中
国
技
術
の
俸
銃
と
特
質
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
-
｡
基
本
的
に
は
生
活
科
学
技

術
を
中
心
と
す
る
が
'
し
か
し
前
研
究
班
の
過
程
で
騰
げ
な

が
ら
み
え
て
き
た
中
国
技
術
史
に
お
け
る
研
究
課
題
は
'

特
定
の
時
代
'
分
野
に
偏
重
し
な
い
｡

一
般
的
に
は
'
技

術
と
科
学
の
相
関
'
技
術
者
と
祉
合
へ
生
活
科
撃
の
特
質
'

少
数
民
族
の
技
術
'等
々
の
主
題
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
し
､

個
別
的
に
は
､
農
業
t
等
撃
へ
土
木
建
築
'
紡
績
へ
教
学
'

天
文
学
'
化
学
'
そ
の
他
の
領
域
に
境
が
る
で
あ
ろ
う
｡

合
議
の
テ
キ
ス
-
と
し
て
は
'
引
き
綬
い
て
元

･
王
碑
の

『農
書
』
農
券
固
譜
の
評
注
作
成
を
す
す
め
て
ゆ
-
.
並

行
し
て
'
技
術
史
の
諸
分
野
に
わ
た
る
班
員
の
研
究
委
表

を
随
時
お
こ
な
-
0

標
記
の
期
間
に
'
王
政

『農
書
』
農
静
圏
譜

･
利
用
門

の
評
注
を
新
井
曹
司
'
末
永
高
康
､
自
杉
悦
雄
､
栖
本
泰

生
が
塘
普
し
た
O
ま
た
左
の
研
究
費
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
O

五
月

丁
四
日

韓
国
教
学
史
の
諸
問
題
川
原

秀
城

六
月

一
一
日

『葺
帝
内
線
』
の

｢-
る
い
｣
か
ら

み
た
頭
首

佐
藤

薫

七
月

九
日

鰻
魚
薙
説

中
原

健
二

九
月
二
四
日

中
国
科
学
史
研
究
試
論
塚
原

東
吾

二

月
二
六
日

王
弄
明
堂
に
つ
い
て

楊

鴻
動

中
国
の
薩
制
と
薩
寧

班
長

小
南

l
郎

五
年
計
劃
で
始
め
ら
れ
た
本
研
究
班
は
'
第
三
年
攻
に

入
っ
た
｡
研
究
班
の
中
心
に
な
る
活
動
は
'
｢
周
穫
｣
春

官
篇
を
貢
公
慶
の
疏
に
よ
っ
て
讃
み
'
経
文
と
鄭
玄
注
に

諸
注
を
施
す
仕
事
で
あ
っ
て
､
本
年
度
に
は
'
亜
お
よ
び

史
に
関
わ
る
部
分
を
読
ん
だ
｡
そ
う
し
た
合
議
と
止以
行
L
へ

班
員
に
よ
っ
て
'
薩
制
度
を
め
ぐ
る
'
以
下
の
よ
う
な
研

究
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

二
月
二
七
日

神
事
壷
に
見
る
死
者
祭
紀小
南

一
郎

830
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四
月
二
三
日

推
南
子
時
則
訓
と
月
令
村
田

浩

六
月
二
五
日

王
園
維
明
堂
考

井
波

陵

一

七
月

二
日

卜
節
に
見
る
盤
の
火
あ
ぶ
り
凍
原

達
郎

l
〇
月
二
二
日

中
開
古
代
の
動
物
犠
牲
岡
村

秀
典

一
一
月
二
六
日

王
葬
明
堂
汎
論

(科
学
史
班
と
共
同

開
催
)

楊

鴻
動

二

一月

三
日

姐
の
出
土
例
と
そ
の
祭
和間
瀬

芳
牧

六
朝
道
教
の
研
究
Ⅱ

班
長

吉
川

忠
夫

本
研
究
班
は
三
月
を
も
っ
て
終
了
し
た
O
『虞
詰
』
全

二
十
巻
の
合
議
の
成
果
は
､
本
誌
第
六
八
潮
以
下
に
｢『虞

詰
』
評
注
稿
｣
と
し
て
分
載
中
で
あ
る
｡
ま
た

『虞
詰
』

と
陶
弘
景
と
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
す
る
論
文
集

『
六
朝
道

教
の
研
究
』
の
刊
行
を
濠
定
し
'
そ
の
た
め
の
研
究
費
表
を

前
年
に
引
き
績
い
て
下
記
の
ご
と
く
行
っ
た
｡

1
月
二
四
日

『虞
詰
』
と

『雲
笈
七
寮
』
坂
内

柴
夫

『長
話
』
に
お
け
る
日
月
論
と
そ
の

周
追

加
藤

千
恵

1
月
三

一
日

『虞
詰
』
に
見
え
る

｢尾
部
都
｣
鬼

界
説

松
村

巧

『虞
詰
』
に
見
え
る

｢書
｣
を
め
ぐ

っ
て

原
田

直
枝

二
月

l
四
日

『虞
詰
』
と
李
商
陰

深
浄

一
幸

六
朝
後
半
期
の
宗
教
的
知
識
人

都
築

晶
子

二
月
二
八
日

『虞
語
』
に
お
け
る
人
の
行
為
と
素

質
に
つ
い
て

亀
田

勝
見

『貞
詰
』
に
お
け
る
｢形
｣
｢身
｣
｢鰹
｣

小
笠

智
章

三
月

六
日

書
寓
の
歴
史
の
中
で
の
陶
弘
景
と

『虞
語
』

興
膳

宏

唐
代
宗
教
の
研
究

班
長

吉
川

忠
夫

辞
俳
教
の
興
隆
に
象
徽
的
に
認
め
ら
れ
る
唐
代
宗
教
の

動
き
を
'
唐
の
紳
清
撰

『北
山
録
』
全
十
巻
を
合
講
の
テ

キ
ス
-
に
取
り
上
げ
な
が
ら
究
明
す
る
｡
紳
清
は
局
の
侭
｡

菊
は
宗
教
地
理
学
的
に
見
て
興
味
深
い
地
域
で
あ
る
｡
四

月
二
四
日
に

｢
『北
山
録
』
解
題
｣
の
蒙
表
を
吉
川
が
行

っ
た
後
へ
巻

一
の

｢天
地
始
｣
と

｢聖
人
生
｣
に
関
し
て

は
､
『東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
に

｢『北
山
錬
』
諾
注
｣

が
草
表
さ
れ
て
い
る
の
で
､
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

た
｡
六
月
以
降
'
据
昔
の
班
員
が
準
備
し
た
等
注
稿
を
基

に
巻
二

｢法
籍
興
｣
以
下
の
合
護
を
行
い
へ
竜
三

｢合
覇

王
｣
の
な
か
ば
ま
で
読
み
進
ん
だ
｡

秦
漠
晴
唐
の
文
物
資
料

班
長

凍
原

達
郎

本
研
究
班
で
は
昨
年
に
引
き
績
き
'
出
土
文
物
に
関
す

る
班
員
の
研
究
菓
表
が
行
な
わ
れ
'
九
六
年
三
月
を
も
っ

て
す
べ
て
の
日
程
を
終
え
た
O
研
究
費
表
の
題
目
は
以
下

の
と
お
り
｡

二
月
二
l
日

侯
粟
君
所
責
遠
恩
事
考
揮
耕
疑

凍
原

達
郎

交
戯
と
情
報

班
長

勝
村

哲
也

研
究
方
法
と
状
況
は
昨
年
と
轡
り
が
な
い
｡
た
だ
本
年

は
改
修
工
事
で
書
庫
の
使
用
が
で
き
な
い
た
め
文
献
班
の

仕
事
は
調
査
に
比
重
が
あ
っ
た
｡建
仁
寺
雨
足
院
は
尾
崎
､

牧
野
を
中
心
に
五
過
些
且
っ
て
調
査
し
'
金
に
よ
っ
て
三

国
志
演
義
が
覆
刊
さ
れ
た
.
対
馬
宗
家
の
蔵
書
は
中
嶋
他

四
名
の
班
員
が
二
週
に
亘
っ
て
調
査
し
'
朝
鮮
本
を
中
心

に
約
四
〇
〇
〇
コ
マ
を
撮
影
し
た
｡

情
報

班
は
約
六
寓
の
漢
字
フ
ォ
ン
ト
を
公
開
利
用
す
る

た
め
の
研
究
開
登
に
垂
鮎
が
あ
る
｡

一
〇
月
に
は
中
園
電

子
工
業
部
の
張
軸
材
'
科
学
院
の
楊
秀
霞
､
中
央
研
究
院

の
謝
清
俊
､
ア
ッ
プ
ル
社
の
リ
ー
･
コ
リ
ン
ズ
の
諸
氏
を

招
請
し
て
'
フ
ォ
ン
ト
遊
び
に
属
性
の
公
開
と
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
箕
裳
の
た
め
の
研
究
に
つ
い
て
､

評
債
を
受
け
た
｡

1
月

五
日

一
月

一
二
日

二
月

二
日

四
月

五
日

五
月

一
〇
日

五
月

一
七
日

六
月

七
日

六
月
二
一
日

七
月

五
日

七
月

一
九
日

一
〇
月

1
八
日

一
〇
月
二
五
日

1
1月

1
日

報
昔
書
を
準
備
し
て
い
る
｡

東
洋
文
化
研
究
所
蔵
現
代
中
国
書
の

電
算
化

岡
本

サ
エ

朝
鮮
本
の
話

(東
前
)
藤
本

幸
夫

漠
字
典
電
算
化
工
程
報
告

藻
字
典
電
算
化
工
程
報
告

漠
字
典
電
算
化
工
程
報
告

明
人
文
集
の
排
列
に
つ
い
て
勝
村

哲
也

建
仁
寺
両
足
院
の
漢
籍
整
理
牧
野

和
夫

藻
字
典
電
算
化
工
程
報
告

張
棟
の
金
園
経

今
井

秀
周

漠
字
典
電
算
化
工
程
報
告

輯
供
の
雛
と
校
書
の
難
池
田

秀
三

漠
字
典
電
算
化
工
程
報
告

湊
字
典
電
算
化
工
程
報
告

藻
字
典
電
算
化
工
程
報
告

831
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一
一
月

一
五
日

一
一
月
二
二
日

1
一
月
二
九
日

二

一月

六
日

漢
字

コ
ー
ド
の
四
次
元
モ
デ
ル

丹
羽

正
之

三
史
の
話

尾
崎

康

漠
字
典
電
算
化
工
程
報
背

中
園
寧
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
最
近

(
一
九
九
六
～

一
九
九
七
)
の
動
向

勝
村

哲
也

二

一月

一
三
日

漠
字
典
電
算
化
工
程
報
昔

梁
啓
超
の
研
究
-
そ
の
日
本
を
媒
介
と
し
た
西
洋
近
代
認

識
に
つ
い
て
-

班
長

狭
間

直
樹

｢梁
啓
超
の
研
究
｣
は
'
中
開
の
近
代
世
界
認
識
形
成
'

お
よ
び
近
代
西
洋
学
術
文
化
の
据
取
に
多
大
な
貢
願
を
し

た
梁
啓
超
の
西
洋
近
代
文
明
病
取
の
過
程
を
'
そ
の
窓
口

に
な
っ
た
日
本
の
媒
介
作
用
に
着
目
し
て
研
究
し
ょ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
｡
本
班
は
ほ
ん
ら
い
三
年
の
濠
定
で
あ

っ
た
が
､
論
文
執
筆
の
準
備
の
た
め
に
一
年
延
長
し
､
本

年
度
は
論
文
原
稿
の
提
出
と
そ
の
討
議
に
あ
て
ら
れ
た
｡

こ
こ
三
年
の
研
究
蓄
積
の
上
に
'
多
く
の
新
知
見
を
含
む

梁
啓
超
論
が
披
露
さ
れ
へ
研
究
報
告
用
の
論
文
が
揃
い
つ

つ
あ
る
｡
本
年
の
班
員
報
告
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

1
月

二

一日

梁
啓
超
の
史
学
に
つ
い
て

五
月
三

1
日

六
月

一
四
日

六
月
二
八
日

九
月
二
〇
日

一
〇
月

四
日

一
〇
月

一
八
日

一
1
月

一
日

一
一
月

一
五
日

1
1
1月

1
三
日

狭
間

直
樹

梁
啓
超
の
経
済
思
想

森

時
彦

梁
啓
超
と
文
明
の
視
座
石
川

頼
浩

梁
啓
超
の
併
寧

森

紀
子

梁
啓
超
の
史
俸

松
尾

洋
二

｢厳
幼
陵
先
生
に
輿
う
る
の
書
｣
を

め
ぐ

っ
て

村
尾

進

梁
啓
超
の
｢権
利

･
自
由
｣
論
の
｢群
｣

性
-

｢
民
権
救
国
｣
期
を
中
心
と
し

て
-

土
屋

英
雄

梁
啓
超
と
赴
合
主
義

江
田

憲
治

近
代
文
学
観
念
形
成
期
に
お
け
る
梁

啓
超

斎
藤

希
史

梁
啓
超
と
日
本
の
中
国
哲
学
史
研
究

7
月
二
六
日

二
月

九
日

二
月
二
三
日

五
月

一
七
日

井
波

陵

一

梁
啓
超
と
俸
統
思
想
-
『孔
子
』
を

中
心
と
し
て
～

末
岡

宏

小
説
界
革
命

の
周
過

山
田

敬
三

康
有
為
-
新
し
い
普
遍
原
理
と
し
て

の
大
同
世
-

李

恵
京

染
啓
超
に
と
っ
て
の
日
本

末
岡

宏

中
圃
近
代
の
郡
市
と
景
村

班
長

森

時
彦

五
ヶ
年
計
劃
の
四
年
目
を
む
か
え
た
本
研
究
班
は
'
都

市
と
農
村
の
関
係
を
主
軸
に
中
国
近
代
史
を
長
い
タ
イ
ム

ス
｡ハ
ン
で
縦
断
的
に
と
ら
え
な
お
し
､
前
近
代
か
ら
現
代

に
い
た
る
中
園
牡
合
の
挙
動
を
宜
税
的
に
分
析
す
る
視
座

の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
｡
本
年
度
は
､
中
国
の
俸
統
牡

合
が
も
っ
と
も
早
く
西
欧
近
代
の
衝
撃
に
反
臆
し
た
地
区

で
あ
る
長
江
'
珠
江
の
雨
デ
ル
タ
地
域
を
対
象
と
す
る
研

究
報
告
が
過
半
数
を
占
め
た
｡
こ
れ
ら
の
報
昔
は
､
両
地

域
に
お
い
て
ウ
ェ
ス
タ
ン
･
イ
ン
パ
ク
ト
は
い
か
に
中
園

赴
合
に
浸
透
し
た
か
'
偉
銃
的
な
農
村
の
社
食
関
係
は
近
代

化
の
中
で
い
か
に
襲
化
し
た
か
'
そ
の
襲
化
が
農
村
の
都

市
化
を
い
か
に
促
進
し
た
か
'
さ
ら
に
農
村
手
工
業
は
い

か
に
近
代
的
工
業
シ
ス
テ
ム
に
包
擬
さ
れ
て
い
っ
た
か
等

等
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
'
従
来
の
知
見
を
書
き
換
え
る
と

と
も
に
へ
本
研
究
班
の
政
敵
し
て
い
-
べ
き
方
向
を
指
し

示
す
も
の
で
も
あ
る
.
な
お

〓

l月
六
日
に
は
'
中
隊
赴

合
科
学
院
近
代
史
研
究
所
の
虞
和
平
氏
に

｢清
末
以
後
城

市
同
郷
組
織
形
態
的
現
代
化
-
以
寧
波
旋
濯
同
郷
組
織
為

中
心
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
｡

1
月

一
九
日

｢張
愛
玲
｣
現
象
を
許
す金

文
京

二
月

二
目

中
国
農
村
生
活
空
間
の
襲
容
-
村
落

の
耕
地
分
布
の
現
代
的
編
成
-

小
島

泰
雄

二
月

一
六
日

近
代
江
南
市
鎖
の
共
同
性
に
関
す
る

濠
僻
的
考
察

漬
島

敦
俊

三
月

一
日

光
緒
新
政
の
政
策
決
定
の
背
景

中
村

哲
夫

832

四
月
二
六
日

五
月

1
0
日

五
月
二
四
日

六
月

七
日

六
月
二
一
日

七
月

二

一日

武
進
工
業
化
と
城
郷
関
係森

時
彦

中
園
共
産
業
史
に
お
け
る
都
市
と
農

村
-
都
市
政
薬
か
ら
農
村
政
薫

へ
の

韓
換
を
め
ぐ
っ
て
-

江
田

憲
治

清
末
都
市
財
政
の
集
権
と
分
権

細
見

和
弘

現
代
中
園
に
お
け
る
戸
籍
制
度
と
農

民

張

玉
林

抗
戦
前
中
園
電
力
産
業
の
基
本
動
向

-
江
蘇
省
に
お
け
る
考
察

一
九
二

五
-

1
九
三
七
年
-

金
丸

裕

1

馬

賊
･
巡
防
除

･
警
察
-
清
末
奉
天



桑 報

一
〇
月

一
一
日

一
〇
月
二
五
日

一
一
月

八
日

一
一
月
二
二
日

一
二
月

六
日

に
お
け
る
治
安
維
持
と
辛
亥
革
命

-

潅
谷

由

里

圧
痛
衛
南
京
政
府
下
の
新
国
民
運
動

柴
田

哲
雄

珠
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
都
市
と
農
村

の
間
-
南
海
蘇
併
山
東
と
順
徳
牒
龍

山
鏡
の
性
格
-

片
山

剛

近
代
贋
東
東
部
の
キ
リ
ス
ト
教
教
合

と
農
民
協
合

蒲

豊
彦

湖
南
'
虞
西
両
省
に
お
け
る
中
開
工

業
合
作
運
動

菊
池

l
隆

民
国
時
代
の
家
庭
と
女
性
の
理
想
像

-
良
妻
賢
母
主
義
を
め
ぐ
る
評
債
-

一
〇
月

1
八
日

二

月

一
日

一
一
月

1
五
目

船
山

徹

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
石
窟
と
観
俳
三
昧
海

経
の
成
立
に
つ
い
て

山
部

能
宣

智
寮
と
法
蔵

木
村

宜
彰

中
国
俳
教
と
は
何
か
-

｢
組
師
西
来

西
川

虞
子

北
朝
後
半
期
偶
数
思
想
史
研
究

班
長

荒
牧

典
俊

北
朝
後
半
期
併
教
思
想
史
が
'
道
融
の
成
幸
撃
'
玄
高

の
華
厳
三
昧
'
曇
無
誠
の
菩
薩
戒
を
融
合
さ
せ
た

｢菩
薩

戒
運
動
｣
と
し
て
展
開
し
は
じ
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
'

つ
づ
い
て
､
そ
れ
が
'
南
朝
博
乗
の

『勝
葦
経
』
『
浬
紫

綬
』
『横
伽
経
』
な
ど
､
及
び
菩
提
流
支
諾

『
十
地
経
論
』

な
ど
を
受
容
し
て
'
い
わ
ゆ
る
地
論
宗
教
学

へ
と
発
達
し
'

さ
ら
に
は
天
台
宗

･
華
厳
宗
教
学

へ
吏
達
す
る
こ
と
を
文

献
上
に
賛
辞
す
る
た
め
に
､
北
朝
期
敦
燈
馬
本
'
ス
タ
イ

ン
文
書
六

一
三
及
び
四
三
〇
三
の
テ
ク
ス
-
を
確
定
し
､

訓
読
す
る
作
業
を
行

っ
て

い
る
｡
そ
れ
が
終
了
し
た
後
に
'

そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
注
解
を
加
え
る
譲
走
で
あ
る
｡
あ

わ
せ
て
'
つ
ぎ
の
研
究
費
表
を
行

っ
た
｡

一
〇
月

四
日

『
日
蓮
問
戒
律
中
五
百
軽
重
事
』
と

卑
摩
羅
叉

『難
問
律
事
』

意
｣
の
意
味
す
る
も
の
-荒
牧

典
俊

一
二
月

1
三
日

M

ark
.A
lt

on.≠
T
h
e

sty
Li

stic

f
e

atures
of
E
ar
ty

B
u
d

dhist

t
e
x

ts
an
d
t
h
e
ir
im

p
o
r

tanc
e

in

th
e
stu
d
y

o
f
f
o
r
m

a
t
ion
,
his
t
o
r
y

a
n
d

fu
nction
o
f

the
li
tera
t
u
r
e
≠

P
e
t
e
r
A

.
S
c
h
w
a
b
ta
n
d
.

%
D
ir
e
c
t

a

nd
in
direct
c
品

n
it
io
n

a
n
d
t
h
e

definiti
on
of
pr
a
m

晋

a

in

e
a
r
ty

T
ib
e
t
a
n

e
p
is
t

em
otogyク

M
ich
a
e
-
N
im

m
erm
aロ
n
,
≠
T

h
e

t
a
t

hagatagarbhasBtra‥so
m
e

philoto
gi

C
al

a
n
d

p
h
ilo
s
o
p

hica
t

c
o
n
fi
d
e
r
a
t
io
n
s
≠

近
代
東
ア
ジ
ア
世
界
の
構

造

連

関

班

長

山
室

信

1

近
代
東
ア
ジ
ア
世
界
と
は
'
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て

他
の
地
域
と
異
な
っ
た
位
相
を
も
ち
'
そ
の
中
で
日
本
は

ど
う
い
う
機
能
を
も

っ
て
き
た
の
か
｡

一
六
世
紀
以
降
'

現
代
に
至
る
長
い
タ
イ
ム
･
ス
パ
ン
を
取

っ
て
ヒ
ト

･
モ

ノ
･
思
想

･
文
学
そ
し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
観
念
な
ど

の
相
互
交
渉
の
賓
態
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね

て
き
た
が
'
第
四
七
回
研
究
合
を
も
っ
て
終
了
し
た
｡
そ

の
成
果
は
報
告
書
と
し
て
公
刊
を
濠
定
し
て
い
る
｡

班
員

飛
鳥
井
雅
道

石
川
繭
浩

落
合
弘
樹

龍
谷
直

人

斎
藤
希
史

佐

々
木
克

瀧
井

1
博

狭
間
直
樹

水
野
直
樹

森

時
彦

安
富

歩

山
本
有
造

ロ
ナ

ル
ド

･
ト
ビ

(以
上
所
内
)
塚
本

明

(三
重
大
)

一
月
二
九
日

第

1
次
大
戦
期
に
お
け
る
対
外
政
策

の
構
造
襲
化
に
つ
い
て
古
屋

哲
夫

二
月

五
日

｢
日
本
植
民
帝
国
｣
と
東
ア
ジ
ア

山
本

有
造

二
月

l
九
日

日
本
綿
業
の
蒙
展
に
は
た
し
た

｢
ア

三
月

四
日

三
月

一
八
日

ジ
ア
城
内
貿
易
｣
商
の
役
割
龍
谷

直
人

明
治
初
年
の
外
征
論

落
合

弘
樹

幕
末
の
専
壊
論
と
尊
撰
派佐
々
木

克

日

･
中

･
朝
間
の
相
互
認
識
と
誤
解
の
表
象

班
長

山
室

信

l

日
本

･
中
国

･
朝
鮮
の
三
国
間
に
は
隣
接
し
た
政
治
赴

合
と
し
て
相
互
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ

っ
て
菰
識
上
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
存
在
し
､
そ
れ
が
時
に
政
治
的
封
立
そ
の
も
の
の

要
因
と
さ
え
な
っ
て
き
た
｡
も
ち
ろ
ん
'
そ
の
背
景
に
は
様

々
な
事
情
が
あ
り
'
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
｡
だ
が
'
そ
う
し
た
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
や
誤
解
が
'
い

か
に
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
へ
い
か
に
反
復

･
俸
承
さ
れ
て

き
た
か
､
を
洗
い
出
し
､
そ
の
克
服
の
方
途
を
探
る
こ
と

は
今
日
い
っ
そ
う
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
｡
本
研
究
で

は
自
民
族
中
心
主
義
そ
の
も
の
を
前
提
と
し
つ
つ
､
新
た

な
民
族
間
の
相
互
認
識
が
い
か
に
し
て
創
出
し
う
る
か
と

い
う
問
題
意
識
に
立
っ
て
試
行
的
議
論
を
重
ね
て
い
る
｡
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班
員

飛
鳥
井
雅
道

石
川
繭
油

岩
井
茂
樹

落
合
弘

樹

龍
谷
直
人

斎
藤
希
史

佐
々
木
克

ジ
ョ
シ
ュ
ア

･
フ
ォ
ー
ゲ
ル

瀧
井

一
博

狭
間
直
樹

水
野
直
樹

森

時
彦

安
田
敏
明

安
富

歩

山
本
有
造

(以
上

所
内
)
河
田
悌

一

陶

徳
民

(以
上
関
西
大
)
季

衛

東

(神
戸
大
)
西
村
成
雄

(大
阪
外
大
)
呉

宏
明

(棉

華
大
)
文

京
珠

(立
命
館
大
)
藤
永

牡

(大
阪
産
大
)

服
部
龍
二

(神
戸
大

五
月
二
〇
日

六
月
二
四
日

九
月
三
〇
日

1
0
月

一
四
日

一
〇
月
二
八
日

1
7
月

一
l
日

二

月
二
五
日

二

一月

九
日

･
院
)

認
識
と
誤
解
を
め
ぐ
る
課
題
と
方
法

に
つ
い
て

山
室

信

7

日
朝
相
互
認
識
を
ど
-
み
る
か
-
-

共
同
研
究
班
の
方
向
づ
け
を
め
ぐ
っ

て
-

ロ
ナ
ル
ド

･
ト
ビ

近
代
に
お
け
る
日
本
人
の
中
国
施
行

記

ジ
ョ
シ
ュ
ア
･A
･
フ
ォ
ー
ゲ
ル

明
治
前
期
日
本
の
華
僑
観龍
谷

直
人

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
検
討
合
-
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
班
員
の
テ
ー
マ

の設
定
-

親
日
派

･
対
日
協
力
者
の
論
理
と
日

本
認
識

水
野

直
樹

漢
学
者
と
明
治
文
化
の
輸
出
-
西
村

天
囚
の
清
園
新
教
育
推
進
論

の
特
質

陶

徳
民

極
東
の
過
剰
防
衛
の
循
環
に
お
け
る

言
説
の
作
用
-

｢
ノ
ー
｣
の
語
り
手

と
聞
き
手
の
関
係
を
中
心
に
-

季

衛
東

｢
大
東
亜
共
栄
圏
｣
の
経
済
構
造

班
長

山
本

有
造

先
の
山
本
班

『｢
満
州
国
｣
の
研
究
』
の
終
了
を
う
け
'

対
象
を

｢大
東
亜
共
栄
圏
｣
に
虞
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
が
､
嘗
面
は
経
済
史
に
分
析
封
象
を
し
ぼ
り
t
in
･

ten
siv
e

な
共
同
研
究
を
行
い
た
い
o
で
き
れ
ば
'
い
ず

れ
濠
定
す
る

『
｢
大
東
亜
共
栄
周
｣
の
研
究
』
の
た
め
の

準
備
合
的
性
格
を
も
持

た
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
｡
現
在
'

水
曜
日
隔
週
に
研
究
合
を
開
い
て
い
る
｡

な
お
本
年
度
は
最
終
年
度
に
あ
た
り
､
報
告
論
文
集
を

準
備
中
で
あ
る
｡

異
言
語
接
鰯
の
場
と
し
て
の
十
九
世
紀
日
本

班
長

斎
藤

希
史

本
研
究
は
'
十
九
世
紀
の
日
本
と
い
う
時
空
間
を
さ
ま

ざ
ま
な
言
語
が
接
鰯

･
混
汚
し
た
場
と
し
て
と
ら
え
'
そ

こ
で
何
が
生
ま
れ
､
ま
た
消
え
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る

も
の
で
あ
る
｡
本
年
度
は
'
先
攻
の
飛
鳥
井
班
よ
り
の
懸

案
で
あ
っ
た

《
注
樺
漂
荒
紀
事
》
の
出
版
も
果
た
し
'
ま

た
'
従
来
は
っ
き
り
と
は
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
二
葉

亭
四
迷
詳

《
あ
ひ
び
き
》
の
ロ
シ
ア
語
底
本

(そ
し
て
お

そ
ら
く
は
二
葉
亭
手
浮
の
も
の
)
を
確
定
す
る
な
ど
'
斯

界
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
各

班
負
の
報
告
も
'
共
通
の
問
題
意
識
の
も
と
に
よ
り
深
化

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
よ
う
｡
な
お
'
本
研
究
班
は
T
九

九
七
年
三
月
を
も
っ
て
終
了
す
る
が
､
報
告
書
は
一
年
後

の
九
八
年
三
月
公
刊
を
め
ど
と
L
T
原
稿
検
討
の
た
め
の

合
合
も
'
九
七
年
度
中
に
何
回
か
行
な
う
濠
定
で
あ
る
｡

東
ア
ジ
ア
の
日
常
に
お
け
る
両
界
媒
介
事
象
の
比
較
研
究

班
長

三
浦

国
雄

本
研
究
班
は
､
班
員
各
自
の
固
有
の
テ
ー
マ
を
<
媒

介
>
の
観
鮎
か
ら
再
編
成
す
る
と
い
う
'

一
種
の
ス
ク
ラ

ッ
プ

･
ア
ソ
ド

･
ビ
ル
ド
方
式
で
や
っ
て
き
た
が
'
最
終

年
に
入
っ
た
本
年
度
は
'
自
己
の
穴
倉
か
ら
も
う

一
歩
'

共
通
テ
ー
マ
の
野
原
の
方

へ
踏
み
出
る
よ
う
に
心
掛
け
て

も
ら
っ
た
｡
そ
の
結
果
､
逆
に
<
媒
介
>
と
い
う
蔵
鮎
か

ら
新
た
に
テ
ー
マ
を
見
出
し
た
班
員
も
現
れ
た
し
'
共
通

テ
ー
マ
に
封
す
る
詑
誠
も
た
が
い
に
深
ま
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
｡
こ
の
勢
い
を
論
集
に
収
赦
し
た
い
が
'
論
集
刊

行
後
も
<
媒
介
>
の
テ
ー
マ
は
'
各
班
員
の
胸
中
で
鳴
り

蹟
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
預
感
が
す
る
｡
本
年
度
も
釜
鳴
神

事
等
'
野
外
研
究
合

(野
進
)
を
時
折
挿
ん
で
研
究
班
の

活
性
化
を
企
て
た
｡
な
お
､
研
究
報
告
と
遊
行
し
て
進
め

て
き
た

『
畳
蓋
内
借
』
の
輪
講
は
全
巻
完
講
に
ま
で
は
至

ら
な
か
っ
た
が
'
折
角
の
蓄
積
を
本
研
究
班
の
成
果
の
一

つ
と
し
て
残
せ
な
い
も
の
か
と
､
目
下
思
案
中
で
あ
る
｡

輪
講
の
過
程
で
'
『
冠
註
大
全
』
と
い
-
特
異
な
註
解
書

が
新
た
な
研
究
封
象
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
こ
と
を
付
け

加
え
て
お
き
た
い
｡

班
員

井
波
陵

1

木
島
史
雄

金

文
京

斉
藤
希
史

ブ
-
ギ
ッ
テ

･
シ
テ
-
ガ

瀧
井

一
博

p
ナ
ル
ド

･
-

ビ

藤
井
正
人

藤
田
隆
則

横
山
俊
夫

(以
上
所
内
)

北
畠
直
交

(食
糧
科
挙
研
)
藤
井
護
治

(文
学
部
)
梅
谷

繁
樹
(園
田
学
園
女
子
大
)
-
ヒ
ャ
エ
ル
･
キ
ン
ス
キ
ー
(同

志
社
大
)
後
藤
静
夫

(園
立
文
柴
劇
場
)
塚
本

明

(≡

重
大
)
都
築
晶
子

(龍
谷
大
)
西
山

克

(京
都
教
育
大
)

羽
賀
群
二

(名
古
屋
大
)
原
田
高
雄

(も
と
邑
久
光
明
園
)

深
揮

一
幸

(大
阪
大
)
藤
井
弘
幸

(京
大

･
人
間
環
境

･

D
-
)
一
月
二
〇
日

貞
室

『
か
た
こ
と
』
考
横
山

俊
夫
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日
清
戦
争
紀
念
碑
論

羽
賀

群
二

二
月

三
日

紳
道
大
系
本

『畳
甚
内
俸
』

｢
十
死

一
生
日
｣
～

｢
造
虚
日
之
事
｣

横
山

俊
夫

日
本
型
華
夷
論
の
再
検
討
-
儒
教
世

界
の
中
の
中

･
近
世
移
行
期

ロ
ナ
ル
ド

･
ト
ビ

二
月
二
一
日

神
道
大
系
本

『
畳
蓋
内
停
』

｢
一
切
不
成
就
日
事
｣
～

｢
八
専
之

関
目
之
事
｣

深
津

一
幸

古
代
人
と
眠
り
プ
リ
ギ

ッ
テ

･
シ
テ
-
ガ

四
月
二
〇
日

神
道
大
系
本

『
畳
畳
内
債
』

｢大
歳
紳
前
後
封
位
事
｣藤
井

裏
治

異
性
裳
と
御
釜

西
山

克

五
月

二

日

神
道
大
系
本

『
豊
畳
内
俸
』

｢
一
二
月
凶
台
目
事
｣
三
浦

園
雄

大
姐
見
菩

井
波

陵

1

五
月
二
五
日

神
道
大
系
本

『畳
蓋
内
俸
』

｢大
将
軍
遊
行
事
｣
～

｢
土
公
出
入

依
居
座
大
土
中
土
事

｣
都
築

晶
子

龍
燈
と
聖
地

藤
井

弘
幸

六
月
二
二
日

神
道
大
系
本

『畳
甚
内
停
』

｢土
公
襲
化
之
事
｣
～

｢追
加
｣

原
田

高
雄

詩
人
と
女
仙

深
揮

一
幸

六
月
二
九
日

神
道
大
系
本

『畳
豊
内
借
』

｢
二
季
彼
岸
事
｣
～

｢
四
季
土
用
事
｣

斉
藤

希
史

一
遍
上
人
に
つ
い
て

梅
谷

棄
樹

七
月

一
三
日

神
道
大
系
本

『畳
蓋
内
借
』

｢土
用
関
目
事
｣
～

｢
三
伏
日
事
｣

金

文
京

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
-
中
国
古
代
の
衣

の
呪
術

木
島

史
雄

九
月
二
八
日

回
顧
と
展
望

三
浦

国
雄

神
道
大
系
本

『畳
蓋
内
借
』

｢
五
費
目
沙
汰
事
｣

梅
谷

琉
球
を
守
護
す
る
紳

原
田

一
〇
月

一
九
日

神
道
大
系
本

『
畳
登
内
俸
』

｢
同
五
綻
時
事
｣

西
山

東
ア
ジ
ア
諸
王
権
の
媒
介
現
象

金

文
京

一
〇
月
二
六
日

神
道
大
系
本

『畳
豊
内
債
』

｢
三
賓
上
昔
日
事
｣
丙
寅
～
庚
寅

木

島

史
雄

葺
婆
論

三
浦

国
雄

二

月

一
六
日

神
道
大
系
本

『箆
蓋
内
俸
』

｢
三
賓
上
吉
日
事
｣
甲
午
～
己
酉

深

滞

一
幸

大
ざ
つ
し
ょ
再
論

横
山

俊
夫

二

月
三

〇
日

通
善
玉
匝
記
初
探

三
浦

国
雄

国
家
学
舎
の
盛
衰

瀧
井

一
博

一
二
月

七
日

餅
の
媒
介
機
能

北
島

直
交

一
九
世
紀
日
本
政
令
と
記
念
碑
文
化

羽
賀

群
二

韓
換
期
に
お
け
る
個
人
と
組
織

班
長

佐
々
木

克

こ
の
研
究
班
は
'
主
と
し
て
明
治
維
新
期
を
生
き
た
'

有
名
'
無
名
の
群
像
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
き
た
｡
そ
の
な
か
で
と
く
に
注
意

し
て
き
た
こ
と
は
､
個
人
の
俸
記
的
研
究
を
め
ざ
す
の
で

は
な
く
'
韓
換
期
に
お
け
る
､
牡
合
な
ら
び
に
組
織
と
個

人
と
の
か
か
わ
り
'
と
い
う
問
題
に
比
重
を
置
い
て
'
個

人
を
見
つ
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
｡
個
人
の
生
活
史
を
集

合
し
､
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
ょ
っ
て
'
そ
の
時
代
の
牡

合
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
断
面
を
'
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
思

っ
て
い
る
｡
研
究
合
は
九
六
年
三
月
で
終

了
し
'
現
在
報
告
書
作
成
の
た
め
の
原
稿
を
'
班
員
各
自

が
執
筆
中
で
あ
る
｡

班
員

飛
鳥
井
雅
道

落
合
弘
樹

(以
上
所
内
)
藤
井
譲

治

(文
学
部
)
青
山
忠
正

(沸
教
大
)
池
田

宏

(滋
賀

豚
立
圏
書
館
)
奥
村

弘

(神
戸
大
)
小
股
憲
明

(大
阪

女
千
大
)
勝
部
虞
人

(鹿
島
大
)
鈴
木
群
二

(名
古
尾
大
)

鈴
木
柴
樹

(京
都
薬
大
)
谷
山
正
道

(天
理
大
)
辻
ミ
チ

千

(京
都
文
化
短
大
)
塚
本

明

(三
重
大
)
原
田
敬

一

(係
数
大
)
母
利
美
和

(彦
根
城
博
物
館
)
薮
田

貫

(関

西
大
)
手
島

一
雄

岸
本

覚

(以
上
立
命
館
大
院
生
)

三
洋

純

(鹿
島
大
院
生
)
沈

箕
戴

(京
都
大
院
生
)

明
治
維
新
期
の
祉
膏
と
情
報

班
長

佐
々
木

克

明
治
維
新
期
は
､
お
お
ま
か
に
幕
末
の
蓄
膿
制
崩
壊
期

と
､
明
治
の
新
国
家
建
設
期
と
に
二
分
で
き
る
｡
し
か
し

何
れ
に
し
ろ
'
轡
革
期
で
あ
り
動
乱
期
で
あ
る
｡
権
力
は

動
揺
し
､
社
台
は
流
動
化
し
人
が
激
し
-
動
き
､
そ
し
て

噂

･
流
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
か
-
｡
そ
こ
で
'

権
力
も
組
織
も
人
も
､
情
報
を
求
め
'
必
要
と
し
'
か
つ

自
ら
も
章
信
し
て
ゆ
-
O
幕
府
や
藩
昔
局
は
'
そ
れ
ぞ
れ

i:1'こ了
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猫
臼
の
'
情
報
蒐
集
シ
ス
テ
ム
を
持

っ
て
い
た
｡
し
か
し

俸
銃
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
'
新
た
な
状
況
に
封
庶
出
乗

な
-
な
る
｡
ま
た
幕
府
は
政
治
や
外
交
に
関
し
て
は
､
情

報
統
制
を
基
本
と
し
て
き
た
が
'
そ
れ
が
崩
れ
て
行
く
｡

そ
う
し
た
な
か
で
､
知
識
人
や
在
村
の
エ
リ
ー
ト
達
が
'

滞
日
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
､
情
報
の
蒐
集

･
吏
借

主
膿
と
し
て
登
場
し
､
権
力
の
側
は
'
彼
ら
の
存
在
を
無

税
で
き
な
-
な
る
｡
こ
う
し
た
状
況
は
基
本
的
に
は
'
明
治

期
に
引
き
継
が
れ
る
が
､
新
た
な
問
題
も
登
場
す
る
.
そ

れ
は
明
治
政
府
が
'権
力
が
内
包
す
る
根
源
的
病
と
し
て
'

情
報
を
秘
暦

･
謄
直
し
ょ
-
と
す
る
基
本
的
性
格
を
維
持

し
な
が
ら
'

一
方
で
'
政
府
は
民
衆
に
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
情
報
を
､
如
何
に
早
く
か
つ
虞
-
侍
達

･
徹
底
さ

せ
る
か
'
す
な
わ
ち
情
報
公
開
と
い
う
重
要
な
課
題
に
直

面
す
る
の
で
あ
り
'
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
'
民
衆
白

燈
も
､
新
た
な
課
題
に
就
-
こ
と
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

本
研
究
は
､
以
上
の
よ
う
な
賓
態
を
ふ
ま
え
て
'
明
治
維

新
と
い
う
襲
草
期
に
お
け
る
<
情
報
>
に
か
か
わ
る
諸
問

題
を
'
総
合
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
と
意
固
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
｡

班
員

飛
鳥
井
雅
道

落
合
弘
樹

(以
上
所
内
)
青
山
忠

正

(併
教
大
)
奥
村

弘

(神
戸
大
)
小
股
憲
明

(大
阪

女
千
大
)
勝
部
属
人

(鹿
島
大
)
斉
藤
祐
司

(彦
根
城
博

物
館
)
鈴
木
群
二

(名
古
屋
大
)
鈴
木
栄
樹

(京
都
薬
大
)

谷
山
正
道

(天
理
大
)
塚
本

明

(三
重
大
)
原
田
敬

1

(併
敦
大
)
母
利
美
和

(彦
根
城
博
物
館
)
山
崎
有
恒

(立

命
館
大
)
岸
本

覚

(立
命
館
大
院
生
)
三
洋

純

(鹿

島
大
院
生
)

四
月
二
六
日

文
久
三
年
八
月

一
八
日
政
撃
と
薩
摩

五
月
三

一
日

六
月
二
八
日

七
月

一
九
日

九
月
二
七
日

一
〇
月

一
一
日

l

l月
1
五
日

二

一月

六
日

象
徴
主
義
の
研
究

藩

佐
々
木

克

密
偵
荘
村
省
三
と
不
平
士
族
落
合

弘
樹

一
九
世
紀
地
域
社
台
と

｢古
代
｣
情

報

鈴
木

群
二

明
治

l
四
年
政
奨
直
前
期
に
お
け
る

政
府
と
新
聞

鈴
木

果
樹

近
世
後
期
に
お
け
る
薩
長

｢藩
租
｣

調
査

岸
本

覚

王
政
復
古
と
薩
摩
藩

佐
々
木

克

新
政
反
射

1
投
と
情
報
谷
山

正
道

幕
末
期
彦
根
藩
の
動
向
と
宇
津
木
六

之
丞

母
利

美
和

班
長

宇
佐
美

辞

四
年
間
の
預
定
で

一
九
九
三
年
四
月
よ
り
吏
足
し
た
こ

の
研
究
班
の
目
標
と
活
動
内
容
の
概
略
は
'
以
下
の
通
り

で
あ
る
｡

フ
ラ
ン

ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
テ
ク
ス

ト
を
主
な
封
象
と
し
て
､
象
徴
主
義
が
振
起
し
た
問
題
と

は
何
か
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め
た
｡
そ
の
際
'
音
楽

･
美

術

･
演
劇
な
ど
の
諸
垂
術
と
の
関
わ
り
､
政
治
や
牡
合
の
襲

動
が
及
ぼ
し
た
影
響
､
思
想
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
-
､
お

よ
び
中
園

･
日
本
な
ど
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
比
較
対

象
の
税
鮎
を
も
重
視
し
t
よ
り
廉
い
税
鮎
か
ら
も
考
察
す

る
よ
う
に
つ
と
め
'
つ
い
で
､
そ
れ
ら
の
諸
問
題
が
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
途
げ
た
か
を
考
え
て
き
た
｡
し
た

が

っ
て
へ
時
代
区
分
と
し
て
は
普
初
の
計
劃
通
り
'

一
九

世
紀
中
葉
か
ら

一
九
二
〇
年
代
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
研

究
を
行

っ
た
｡
ま
た
同
時
に
'
分
析
哲
学
､
精
神
分
析
学
､

赴
合
人
類
学
な
ど
人
文
諸
科
学
に
お
け
る
象
徴
理
論
に
つ

い
て
も
合
わ
せ
て
考
究
し
て
き
た
｡
研
究
合
は
原
則
と
し

て
各
過
で
開
催
さ
れ
､
口
頭
蒙
表
と
討
議
が
な
さ
れ
た
｡

現
在
'

l
九
九
七
年
春
を
め
ど
に
成
果
報
告
書
の
準
備
が

着
々
と
な
さ
れ
'
そ
の
た
め

7
九
九
六
年

l
〇
月
か
ら
は

原
稿
検
討
合
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
然
誌

(
二
)
班
長

谷

泰

一
九
九
七
年
三
月
の
研
究
班
終
了
と
と
も
に
'
論
文
集

を
出
版
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
'
本
年
の
前
年
は
'
各
分

捨
者
の
執
筆
内
容
を
中
心
に
し
た
報
告
を
､
昨
年
に
ひ
き

つ
づ
き
行
な
っ
た
｡
そ
の
後
､
執
筆
が
済
ん
だ
班
員
の
原

稿
を
順
次
検
討
し
､
論
文
集
と
し
て
の
統

一
を
は
か
る
た

め
'
互
い
の
論
文
を
相
互
引
用
し
た
り
､
使
用
す
る
専
門

用
語
を
統

一
し
た
り
'
索
引
を
つ
-

っ
た
り
す
る
作
業
を

漬
け
た
｡
攻
年
は
三
月
ま
で
'
文
厳
表
や
索
引
な
ど
の
最

終
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間
を
使
う
濠
定
で
あ
る
｡

班
員

田
中
雅

一

串
田
秀
也

藤
田
隆
則
(以
上
所
内
)

菅
原
和
幸

(稚
合
人
間
学
部
)
水
谷
雅
彦

(文
学
部
)
北

村
光
二

(弘
前
大
)
木
村
大
治

(福
井
大
)
高
畑
由
起
夫

(関
西
学
院
大
)
野
村
直
樹

(名
古
屋
市
立
大
)
浮
田
昌

人

(山
口
大
)
野
村
雅

1

(園
立
民
族
学
博
物
館
)
早
木

仁
成

(神
戸
学
院
大
)
細
馬
宋
通

(滋
賀
麻
立
大
)
走
延

利
之

山
森
良
枝

(神
戸
大
)
宮
脇
幸
生

(大
阪
府
立
大
)

主
牒

･
自
己

･
情
動
構
築
の
文
化
的
特
質
班
長

田
中

雅

一

本
研
究
班
で
は
､

T
.
近
年
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
主
鰻

(su
b
je
ct)
や
自
己

(self)'
行
為
者

(a
cto
r)'
パ
ー
ソ
ン
'

Ll:1'E;
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エ
ー
ジ
ェ
ソ
ー
'
個
人

(in
d
ivi
d
u
al
)'
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
へ
情
動
な
ど
の
概
念
に
着
目
し
､
そ
う
し
た
概
念
の

学
説
史
上
の
背
景
と
意
味
を
探
り
､
二
.
こ
れ
ら
諸
概
念

の
民
族
誌
記
述

(と
く
に
自
省
的

･
茸
験
的
民
族
誌
と
呼

ば
れ
る
も
の
)
に
お
け
る
有
数
性
な
ど
を
批
判
的
に
検
討

す
る
と
と
も
に
､
三
.
通
文
化
的
観
鮎
か
ら
参
加
者
の
専

門
と
す
る
地
域
の
主
鮭
や
自
己
な
ど
の
概
念
の
特
徴
を
考

察
す
る
こ
と
を
目
指
す
｡
三
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
､

さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が
な
さ
れ
た
｡

班
員

谷

泰

藤
田
隆
則

(以
上
所
内
)
松
田
素
二

(文
学
部
)
菅
原
和
孝

(練
合
人
間
学
部
)
栗
本
英
世

田
遠
繁
治

林

動
男

(以
上
氏
博
)
青
木
恵
理
子

(鈴

鹿
園
際
大
)
小
田

亮

(桃
山
学
院
大
)
春
日
直
樹

(大

阪
大
)
川
村
邦
光

(天
理
大
)
窪
田
幸
子

(大
手
前
女
子

大
)
棚
瀬
慈
朗

(滋
賀
牒
立
大
)
冨
山

一
郎

(神
戸
市
外

大
)
中
谷
哲
也

(奈
良
商
科
大
)
西
井
涼
子

(東
京
外
大
)

栢
補
厚
子

(滋
賀
大
)
渡
連
公
三

(立
命
館
大
)
李

仁

子

金
谷
美
和

川
村
清
志

(以
上
人

･
環

･
院
)
中
谷

純
江

(金
棒
大

･
院
)
鈴
木
健
太
郎

(東
大

･
院
)

二
月

五
日

憂
媒
師
と
要
童
-

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ

ニ
ア
'
ベ
ダ
ム
ニ
族
の
事
例
か
ら

林

勅
男

二
月

一
九
日

風
の
音
を
聴
け
-

セ
ン
ト
ラ
ル
･

カ
ラ
ハ
リ

･
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
性
と

生

今
村

薫

三
月

四
日

ヨ
ロ
ン
ゴ
祉
合
の
襲
容
と
女
性

窪
田

幸
子

三
月

一
八
日

〟
B

u
rd
en
so
m
e
G
ift″‥

R

elig
iou
s
E
xch
an
g
e
and
th
e

五
月
二
〇
日

六
月

三
日

六
月

一
七
日

七
月

一
日

一
〇
月

七
日

l
一
月

1
1
日

一
一
月
二
五
日

一
二
月

二
日

二

一月

一
六
日

P

o

sitio
n
o
f
N
uns

川
並

宏
子

戦

場
の
叙
述

-
フ
ラ
ン
ツ
･
フ
ァ

ノ
ソ
を
め
ぐ

っ
て

冨
山

一
郎

主
題

su
b
je
ctiv
ity
の
パ
ラ
ド
ク
ス

青
木
恵
理
子

｢
人
類
学
の
危
機
｣
と
リ
ア
リ
ズ
ム

的
主
健
の
可
能
性

松
田

素
二

<
主
催
>
は
い
か
に
問
わ
れ
た
の

か
?
I

l
九
世
紀
入
渠
撃
の
再
検

討

渡
遠

公
三

｢教
端
の
闇
｣
と
し
て
の
植
民
地
-

カ
ー
ゴ

･
カ
ル
-
の
再
検
討
春
日

直
樹

サ
テ
ィ
と
い
う
主
鮭
-
北
イ
ン
ド
寡

婦
殉
死
に
つ
い
て

田
中

雅

一

移
住
者
の
文
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
重
層
性
1
在
日
韓
国

･
朝
鮮
人

の
墓
を
め
ぐ

っ
て

李

仁
子

異
議
申
し
立
て
と
し
て
の
非
婚
-
メ

リ
女
性
の
結
婚
と
仕
事
中
谷

文
美

人
格
の
系
譜
寧
-

マ
ル
セ
ル
･
モ
ー

ス
の
｢人
間
精
軸
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
｣

を
読
む

出
口

薪

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
祉
含
史

班
長

前
川

和
也

こ
の
研
究
班
は
､
工
業
化
が
本
格
的
に
進
行
す
る
以
前

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
､
東
ア
ジ
ア
'
西
ア
ジ
ア
で
の
牡
合
的

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
｡
今

年
は
第
二
年
度
に
あ
た
る
が
､
文
字
記
録
､
各
種
の
印
刷

物
､
手
紙
と
い
っ
た
情
報
メ
デ
ィ
ア
'
中

･
近
世
の
諸
国

家
や
帝
国
の
内
外
を
む
す
ぶ
情
報
流
通
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
の

問
題
'
情
報
と
公
権
力
'
近
代

｢公
共
空
間
｣
の
成
立
な

ど
が
'
討
論
の
主
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
｡

イ
ン
ド
文
化
史
の
諸
問
題
-
古
代
イ
ン
ド
王
権
と
そ
の
用

達
-

班
長

井
狩

爾
介

政
治
樺
力
と
宗
教
構
成
と
の
関
係
は
'
世
界
の
各
文
明

地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
滞
日
の
様
相
を
も

っ
て
展
開

し
､
そ
の
文
明
の
基
本
性
格
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
｡

古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
こ
の
問
題
は
､
権
力
の
中
心
に
立

つ
王
と
､
正
統
な
宗
教
儀
薩
俸
東
を
濁
占
す
る
ブ
ラ
ー
マ

ソ
知
識
階
級
と
の
関
係
に
典
型
的
に
現
わ
れ
る
｡
本
研
究

で
は
､
本
来
は
濁
立
し
た
文
献
群
と
し
て
費
生
し
た

｢法

典
｣
と

｢
王
権
政
略
論
｣
が
次
第
に
相
互
影
響
を
及
ぼ
し

つ
つ
歴
史
的
に
交
差
し
て
行
-
過
程
を
焦
鮎
に
据
え
る
新

た
な
鋭
角
か
ら
'
イ
ン
ド
寧
各
分
野
の
専
門
研
究
者
の
協

力
の
も
と
に
'
権
力
と
権
威
と
の
関
係
構
造
と
そ
の
歴
史

的
展
開
の
考
察
を
は
か
る
｡
叙
事
詩

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』

の

｢
ラ
ー
ジ
ャ
ダ
ル
マ

(王
法
)
｣
章

(X
li
.r
t2
8
)
に
焦

鮎
を
あ
て
､
隔
週
に
行
わ
れ
る
研
究
合
で
は
テ
ク
ス
ト
の

合
議
形
式
を
中
心
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
｡
本

年
度
は
一
二
月
ま
で
に
同
章
(X
It.7
3
)
ま
で
の
検
討
を
終

わ
っ
た
段
階
で
'
王
権
の
諸
側
面
が
鏑
連
文
献
の
記
述
と

の
比
較
の
も
と
に
扱
わ
れ
て
き
た
｡

班
員

荒
牧
典
俊

藤
井
正
人

船
山

徹
(以
上
所
内
)

徳
永
宗
雄

御
牧
克
己

村
上
昌
孝

(以
上
文
学
部
)
赤

松
明
彦

(九
州
大
)
永
ノ
尾
信
倍

土
田
龍
太
郎

(以
上

東
衷
大
)
榎
本
文
雄

伏
見

誠

(以
上
大
阪
大
)
狩
野

慕

(神
戸
女
子
大
)
黒
田
泰
司

八
木

徹

(以
上
大
阪

LLt'L'1'T
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学
院
大
)
後
藤
敏
文

(東
北
大
)
後
藤
純
子

(大
阪
市
立

大
)
島

岩

(金
津
大
)
正
信
公
章

(追
手
門
学
院
大
)

高
島

淳

(東
京
外
大
)
中
谷
英
明

(神
戸
学
院
大
)
林

隆
夫

(同
志
赴
大
)
引
田
弘
道

(愛
知
学
院
大
)
増
田
良

介

(大
阪
外
大
)
松
田
佑
子

(東
方
学
院
)
矢
野
道
雄

(蘇

都
産
大
)
渡
瀬
信
之

(東
海
大
)
乙
川
文
英

移
田
瑞
枝

野
田
智
子

山
下

勤

(以
上
京
大

･
D
.
C
.)
坂
本
恭

千

(大
阪
大

･
D
.
C
.)

近
代
吐
合
に
お
け
る
研
究
者
の
組
織
化

-
研
究
所

･
寧

舎

･
寧
渡

班
長

阪
上

孝

1
九
世
紀
も
後
半
に
入
る
と
､
今
日
わ
れ
わ
れ
が

｢研

究
者
｣
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
人
々
が
大
量
に
出
現
L
へ

さ
ま
ざ
ま
な

｢研
究
所
｣
や
専
門
的
な

｢学
舎
｣
｢学
派
｣

へ
と

｢組
織
化
｣
さ
れ
て
ゆ
く
｡
こ
の
現
象
を
個
々
の
研

究
所
､
学
食
等
の
検
討
を
つ
う
じ
て
解
読
す
る
の
が
本
研

究
班
の
基
本
的
な
目
的
で
あ
る
｡
三
年
目
を
迎
え
た
本
年

も
'
前
年
度
ま
で
と
同
様
'
日

･
米

･
欧
そ
の
他
の
地
域

を
対
象
に
､
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
所
'
寧
合
等
の
具
髄
的
な

事
例
が
報
告
さ
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
く
む
問
題
を
め
ぐ

っ

て
議
論
が
な
さ
れ
た
｡
最
終
年
度
と
な
る
次
年
度
で
は
'

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
議
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
'

研
究
の
ま
と
め
を
進
め
て
ゆ
く
濠
定
で
あ
る
｡

南
ア
ジ
ア
亜
大
陸
北
西
地
方
の
歴
史
考
古
研
究
東
山

中
国
古
代
の
俸
承
文
化
研
究

小
南

原
始
併
教
起
源
論

荒
牧

中
開
美
術
の
様
式
と
意
味

骨
布
川

中
園
建
築
の
横
式

･
技
術

･
空
間

田
中

近
代
中
国
の
綿
紡
織
業

森

新
漢
字

コ
ー
ド
系
の
構
築

勝
村

道
教
思
想
研
究

変
谷

敦
燈
寓
本
の
言
語
史
的
研
究

高
田

中
園
古
代
中
世
の
法
制

富
谷

正
進
一
郎
典
俊寛汲

時
彦
哲
也
邦
夫
時
雄至

日
本
近
代
文
化
の
研
究

飛
鳥
井
雅
蓮

一
九
世
紀
に
お
け
る
明
治
維
新

佐
々
木

克

｢
日
本
植
民
地
帝
園
｣
の
経
済
史
的
研
究

山
本

有
造

前
近
代
日
本
の
文
明
史
的
研
究

横
山

俊
夫

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山
室

信

一

近
代
朝
鮮
の
政
治
と
赴
合

水
野

直
樹

838

先
秦
時
代
の
金
文

凍
原

達
郎

中
園
の
小
説
'
演
劇
及
び
講
唱
文
学
の
演
奨金

文
京

清
代
の
文
化
と
社
台

井
波

陵

一

古
代
中
園
の
考
古
学
研
究

岡
村

秀
典

中
園
科
学
の
基
礎
理
論

武
田

時
昌

明
清
時
代
過
境
赴
合
史

岩
井

茂
樹

古
代
中
国
に
お
け
る
天
文
学
と
文
化

新
井

晋
司

イ
ン
ド

･
中
国
に
お
け
る
唯
識
儒
教
の
基
盤
と
背
景

船
山

徹

戦
前
期
日
本
の
工
業
化
と
華
僑
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
龍
谷

士
族
の
研
究

落
合

文
学
と
近
代

斎
藤

貨
幣
の
研
究

安
富

ド
イ
ツ
園
家
撃
と
近
代
日
本

瀧
井

近
代
日
本
の
言
語
政
策

安
田

敏 一 希 弘 直
朗 博 歩 史 樹 人

個

人

研

究

東
方
部
宋
代
官
僚
制
度
研
究

六
朝
晴
唐
精
紳
史

中
園
近
代
赴
合
思
想
研
究

梅
原

郁

吉
川

忠
夫

狭
間

直
樹

中
園
共
産
主
義
連
動
の
歴
史
と
思
想

宋
元
道
教
研
究

明
清
時
代
の
官
僚
制
度

中
園
中
世
学
術
史
の
研
究

中
図
小
学
史

中
園
係
数
美
術
の
研
究

前
近
代
朝
鮮
の
政
治
と
社
台

日
本
部

石
川

頼
浩

横
手

裕

谷
井

陽
子

木
島

史
雄

森
賀

1
恵

栖
本

泰
生

矢
木

毅

西
洋
都
政
合
的
相
互
行
為
の
解
讃

谷

泰

知
識
と
杜
合
制
度

阪
上

孝

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

前
川

和
也

古
代
イ
ン
ド

･
ヴ
ェ
-
ダ
祭
式
の
構
造
と
歴
史
的
展
開

の
研
究

井
狩

禰
介

フ
ラ
ン
ス
の
詩
学

宇
佐
美

斉

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代
的
主
鮭
の
成
立

富
永

茂
樹

南
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
赴
合

田
中

雅

一

文
学
理
論
の
研
究

大
浦

康
介

後
期
ヴ

ェ
-
ダ
文
献
の
成
立
史
研
究
-
ブ
ラ
ー
フ
マ

ナ
か
ら
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
へ
ー

藤
井

正
人

初
期
近
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
文
化

小
山

暫

音
楽
の
記
親
論

藤
田

隆
則

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ー
学
派
の
政
治
思
想

上
野

成
利



嚢 報

中
世
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る

｢家
｣

高
田
京
比
子

共
和
国
の
法
と
道
徳
-

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に

お
け
る
共
和
思
想
と
新

カ
ン
ト
派
-

北
垣

徹

ポ
ー
ル
･
ヴ
ァ
レ
リ
ー
と
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思
想

森
本

淳
生

東
方
部
研
究
曹

東
方
学
報
執
筆
濠
備
登
表

二
月

七
日

小
南

一
郎

二
月
二
八
日

井
波

陵

一

干
賓

｢捜
紳
記
｣
の

編
纂
を
め
ぐ
っ
て

《
棟
亭
五
種
》
の
同

梅
原

東
方
学
報
第
六
十
八
冊
合
評
曹

一
〇
月

l
六
日

富
谷
論
文

横
手
論
文

一
〇
月
三
〇
日

井
波
論
文

石
川
論
文

校
者
た
ち

郁

宋
代
の
司
法
行
政
と

法
官

船
山

徹

岩
井

茂
樹

褒
谷

邦
夫

小
南

1
郎

事

業

概

況

夏
期
公
開
講
座
-
歴
史
研
究
の
新
し
い
地
平
-

七
月
五
日

ア
ジ
ア
の
海
と
日
本
-
地
域
の
連
鎖
の
な
か
で
動
く
人

々
を
見
つ
め
て

龍
谷

直
人

中
国
の
古
代
を
掘
る
-
日
中
共
同
発
掘
の
現
場
か
ら

岡
村

秀
典

七
月
六
日

士
族
は
没
落
し
た
か
?

落
合

弘
樹

歴
史
に
お
け
る
事
賓
と
虞
箕
-
孫
文
の
三
民
主
義
と
毛

津
東
の
解
樺
を
例
と
し
て

狭
間

直
樹

開
所
記
念
公
開
講
演
曹

二

月
七
日

ロ
ー
レ
ン
ツ
･
フ
ォ
ン
･
シ
ュ
タ
イ
ン
と
明
治
日
本

瀧
井

一
博

王
国
経
の
学
問
に
つ
い
て

井
波

陵

1

グ
ァ
-
ド
ゥ
-
ラ
学
派
の
新
寓
本
に
つ
い
て
-
失
わ
れ

た
古
代
イ
ン
ド
祭
式
文
献
の
再
吏
見

井
狩

禰
介

一
九
九
六
年
度
漢
籍
捨
営
職
員
講
習
曹
(漢
籍
電
算
虚
理
)

第

一
日

(九
月
三
〇
日
)

園
書
館
と
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア

(講
演
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

金
津

正
憲

漢
字
コ
ー
ド
の
話
-
漢
字
と
外
字
の
虞
理
-

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

小
津

義
明

東
洋
学
文
献
類
目
筋
子
膿
作
成
に
つ
い
て

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

河
野

典

計
算
機
虞
理
入
門

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

隈
元

栄
子

第
二
日

(
一
〇
月

一
日
)

東
洋
草
丈

戯
類
目
の
編
纂
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

(講
義
)

村
田

康
彦

漠
字
典
と
漢
字
合
成
法

(講
義
)

同
志
社
女
子
大
挙
非
常
勤
講
師

丹
羽

正
之

日
中
墓
に
お
け
る
漢
字
コ
ー
ド
の
規
格

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手

安
岡

孝

一

漢
字

コ
ー
ド
の
問
題
鮎
と
lS
O

t0
6
4
6
U
C
S
(蕎
義
)

学
術
情
報
セ
ソ
ダ

ー
教
授

宮

揮

彰

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
一
)
(賓
習
)

第
三
日

(
一
〇
月
二
日
)

中
国
併
典

電
子
化
の
諸
問
題

(講
義
)

花
園
大
学
教
授

ウ
ル
ス
･
ア
ッ
プ

文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計

(講
義
)

大
阪
国
際
女
子
大
学
教
授

桶
谷
猪
久
夫

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
二
)
(賓
習
)

第
四
日

(
一
〇
月
三
日
)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
概
要

(講
義
)

経
済
学
部
助
教
授

中
村

素
典

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手

石
橋

勇
人

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(三
)
(賓
習
)

第
五
日

(
一
〇
月
四
日
)

大
学
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
に
つ
い
て

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

楼
井

恒
正

C
D
-
R
O
M

に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

(講
義
)

大
阪
市
立
大
学
教
授

柴
山

守

一
九
九
六
年
度
漢
籍
槍
営
職
員
講
習
曹

(中
級
)

第

一
日

(
一
一
月

一
一
日
)

漢
籍
の
話

(講
演
)

黒
川

洋

一

経
部
書

(講
義

･
宴
習
)

小
南

一
郎

漢
籍
責
習

第
二
日

(
二

月

一
二
日
)

史
部
書

(講
義

･
宴
習
)

胃
谷

至

懐
徳
堂
文
庫
の
書
物

(講
義
)

高
野
山
大
挙
助
教
授

岸
田

知
子

現
地
賓
習

(
一
)
(懐
徳
堂
文
庫
)

第
三
日

(
一
一
月

一
三
日
)

839

子
部
書

(講
義

･
賓
習
)

荒
牧

典
俊
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現
地
箕
習

(
二
)
(南
禅
寺
金
地
院
)

第
四
日

(
1
1
月

1
四
日
)

集
部
書

(薫
義

･
賓
習
)大
阪
大
学
教
授

福
島

舌
彦

現
地
箕
習

(≡
)
(陽
明
文
庫
)

第
五
日

(
7
1
月

1
五
日
)

明
清
の
書
物

(講
義
)

東
京
大
学
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
教
授

岡
本

サ
エ

所

員

動

静

･
高
田
京
比
子
氏
を
助
手

(西
洋
部
)
に
採
用

(
一
月

1

日
付
)
｡

･
鈴
木
啓
司

(西
洋
部
)
助
手
は
'
新
任

(三
月
三

一
日

付
)
の
上
'
名
古
屋
学
院
大
挙
講
師
に
就
任
｡

･
楢
葉

額

(東
方
部
)
助
手
は
'
欝
任

(三
月
三

一
日

付
)
の
上
'
龍
谷
大
学
助
教
授
に
就
任
｡

･
三
浦
園
雄
大
阪
市
立
大
学
教
授
は
､
併
任
教
授

(比
較

文
化
研
究
部
門
'
四
月

l
日
-

1
九
九
七
年
三
月
三

一

日
)0

･
串
田
秀
也
大
阪
教
育
大
学
助
教
授
は
､
併
任
助
教
授
(比

較
文
化
研
究
部
門
､
四
月

丁
目
～

一
九
九
七
年
三
月
三

1
日
)
｡

･
岩
井
茂
樹
京
都
産
業
大
学
助
教
授
を
'
嘗
研
究
所
助
教

授

(東
方
部
)
に
採
用

(四
月

1
日
付
)｡

･
北
垣

徹
氏
を
助
手

(西
洋
部
)
に
採
用

(五
月

1
日

付
)｡

･
安
田
敏
朗
氏
を
助
手

(日
本
部
)
に
採
用

(六
月

1
日

付
)0

･
森
本
淳
生
民
を
助
手

(西
洋
部
)
に
採
用

(九
月

一
日

付
)｡

･
田
中
雅

1
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
委
任
経
理
金
に
よ

り
'

〓

l月
二
八
日
大
阪
吏
'

コ
ロ
ン
ボ
漁
業
省
に
於

い
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
漁
業
に
関
す
る
情
報
収

集
'
シ
ニ
基
金
研
究
所
に
於
い
て
｢欧
亜
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣

出
席
及
び
研
究
交
流
へ
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
於
い
て
ス
-

ラ
ン
カ
の
水
産
資
料
収
集
を
行
い
'

一
二
月
二
四
日
蹄

園
｡

･
藤
井

正
人
助
教
授

(西
洋
部
)
は
t
l
月
八
日
大
阪
襲
'

パ
ニ
ヤ
ー
ル
村
周
過
に
於
い
て
サ
ー
マ
グ
ェ
-
ダ
俸
承

の
現
地
調
査
を
行
い
､

T
月
三
〇
日
節
園
｡

･
高
田
時
雄
助
教
授

(東
方
部
)

は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
-
'
二
月

l
八
日
大
阪
孝
､
イ
タ
リ
ア

大
使
館
及
び
ロ
ス
家
に
於
い
て
ロ
ス
文
庫
の
調
査
研
究

を
行
い
'
二
月
二
四
日
蹄
園
｡

･
山
本
有
造
教
授

(日
本
部
)
は
'

一
橋
大
学
経
済
研
究

所
C
O
E
経
費
に
よ
り
'
二
月
二
四
日
大
阪
襲
'
ソ
ウ
ル

大
学
経
済
学
部
に
於
い
て

｢
日
韓
比
較
長
期
経
済
統
計

研
究
合
｣
に
出
席
､
二
月
二
八
日
蹄
園
｡

･
金

文
京
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
三
月
七
日
大
阪
糞
へ

香
港
中
文
大
学
に
於
い
て

｢卑
劇
卑
曲
語
文
検
討
合
｣

に
出
席

･
研
究
襲
表
を
行
い
'
三
月

二

日
帝
国
｡

･
瀧
井

一
博
助
手

(日
本
部
)
は
'
委
任
経
理
金
に
よ
り
､

二
月
二
〇
日
大
阪
襲
'
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
'

エ

ッ
セ
ン
大
挙
へ
ウ
ィ
ー
ン
大
学
'
プ
ラ
ハ
大
学
､
ベ
ル

リ
ン
自
由
大
挙
に
於
い
て
明
治
期
日
本
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
国
家
理
論
修
得
過
程
の
研
究
の
た
め
の
資
料
調

査
及
び
研
究
交
流
'
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
･
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
州
立
固
書
館
､
キ
ー
ル
大
挙
に
於
い
て
資
料
調
査

を
行
い
'
三
月

一
九
日
蹄
園
｡

･
田
中
雅

1
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
三
月
二
九
日
大
阪

登
'
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
に
於
い
て

｢
ア
ジ
ア
の
諸
宗

教
に
つ
い
て
の
日
本
人
に
よ
る
研
究
を
め
ぐ
っ
て
｣
ヮ
-

ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

･
研
究
費
表
を
行
い
'
四
月

1
日
帝

国
｡

･
石
川

頼
浩
助
手

(東
方
部
)
は
､
三
月
三

l
日
大
阪
費
､

赴
合
科
学
院
近
代
史
研
究
所
'
社
台
寧
研
究
所
に
於
い

て
中
国
近
現
代
史
に
関
す
る
研
究
資
料
の
収
集
を
行

い
､
四
月
六
日
蹄
園
｡

･
岡
村
秀
典
助
教
授

(東

方
部
)
は
'
三
月
八
日
福
岡
蒙
､

荊
沙
市
内
に
於
い
て
湖
北
陰
湘
城
遺
跡
の
費
掘
調
査
を

行
い
'
四
月

1
0
日
帝
国
｡

･
岡
村
秀
典
助
教

授
(東
方
部
)
は
'
四
月

一
九
日
大
阪

費
'
荊
沙
市
内
に
於
い
て
湖
北
陰
湘
城
遺
跡
の
費
掘
調

査
を
行
い
'
四
月
三
〇
日
蹄
囲
｡

･
富
永
茂
樹
助
教
授

(
西
洋
部
)
は
'
五
月

一
日
大
阪
登
､

カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
･
デ
ィ
エ
ゴ
校
に
於
い
て

国
際
研
究
集
合

｢公
共
空
間
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
｣
に
参

加
及
び
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
に
関
す
る
資
料
収
集
､
ケ
ベ

ッ
ク
大
学

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
校
に
於
い
て
セ
ミ
ナ
ー

｢合
理
主
義
と
政
治
哲
学
｣
に
出
席
､
五
月
二
二
日
蹄

園
｡

･
藤
田
隆
則
助
手

(西
洋
部
)
は
'
七
月

一
〇
日
大
阪
吏
'

サ
ン
JJ'1
･
リ
カ
ア
ン
ア
ジ
ア
典
薩

･
青
葉

研
究
所
に
於

い
て
東
ア
ジ
ア
の
歌
唱
法
の
比
較
研
究
を
行
い
､
八
月

一
〇
日
蹄
囲
｡

･
宇

佐
美

斉
教
授

(西
洋
部
)
は
'
七
月

二

日
大
阪
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襲
'
ジ
ャ
ッ
ク
･
ド
ゥ
-
セ
文
学
圏
書
館
及
び
フ
ラ
ン

ス
園
立
圏
書
館
に
於
い
て
フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
に
関
わ
る

草
稿
研
究
､
-
ゥ
-
ル
ー
ズ

･
ル
-
､二
フ
ィ
ユ
大
学
に

於
い
て

｢
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
の
受
容
｣

に
関
す
る
研
究
集
合
出
席
､
八
月

一
二
日
蹄
園
｡

･
秦
谷
邦
夫
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
国
際
研
究
集
合
研

究
員
派
遣
旋
費
に
よ
り
'
八
月

二

日
大
阪
蒙
'
五
洲

大
酒
店
に
於
い
て

｢道
家
文
化
園
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
｣
に
出
席
へ
八
月

1
七
日
蹄
囲
｡

･
金

文
京
助
教
授

(東
方
部
)
は
､

八
月

一
六
日
大
阪

襲
､
韓
山
書
院
に
於
い
て

｢簾
宗
臨
学
術
検
討
合
｣
に

出
席

･
研
究
費
表
'
香
港
大
学
に
於
い
て
香
港
文
学
に

関
す
る
資
料
収
集
を
行
い
へ
八
月
二
三
日
蹄
園
｡

･
前
川
和
也
教
授

(西
洋
部
)
は
'
七
月
五
日
大
阪
費
､

大
英
博
物
館
に
於
い
て
シ
ュ
メ
ー
ル
棋
形
文
字
文
書
の

研
究
を
行
い
'
八
月
二
四
日
節
闘
｡

･
谷
泰
教
授

(西
洋
部
)
は
'
七
月
二
四
日
大
阪
草
'
ブ

カ
レ
ス
-
民
族
学
博
物
館
､
ト
ラ
ソ
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
民

族
学
博
物
館
及
び
ビ
ス
ト
リ
ッ
ツ
ア
地
方
'
ベ
ル
ガ
モ

麻
北
部
山
村
に
於
い
て
牧
民
文
化
関
係
資
料
収
集
を
行

い
'
八
月
二
八
日
帝
国
｡

･
荒
牧
典
俊
教
授

(東
方
部
)
は
'
九
月
二
日
大
阪
費
'

ド
イ
ツ
恵
光
寺
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

｢因
果

律
に
関
す
る
俳
教
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
に
出
席

･
研
究
費

表
､
ラ
イ
デ
ソ
大
挙
に
於
い
て
T
.V
etter
教
授
と
原

始
俳
教
に
関
す
る
研
究
討
論
､

ハ
ン
ブ

ル
グ
大
挙
に
於

い
て
L
.S
ch
m
ith
a
u
sen
教
授
と
併
教
起
源
論
に
関

す
る
研
究
討
論
'
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
に
於
い
て

V
.B
ech
教
授
と
中
国
に
お
け
る
併
敦
受
容
に
関
す
る

研
究
討
論
を
行
い
'
九
月

二

一日
帝
国
｡

･
梅
原

郁
教
授

(東
方
部
)
は
'
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､
八
月
二
九
日
大
阪
車
'
民
族
学
博
物

館
及
び
東
ア
ジ
ア
博
物
館
に
於
い
て
ス
ヴ
ェ
ソ
･
ヘ
デ

ィ
ン
清
爽
晶
の
調
査
研
究
及
び
資
料
収
集
'
プ
ラ
ソ
ス

国
立
文
書
館
に
於
い
て
ペ
リ
オ
収
集
敦
燈
寓
本
の
閲
覚

及
び
資
料
収
集
を
行
い
'
九
月

1
八
日
帝
国
｡

･
安
富

歩
助
手

(日
本
部
)
は
'
文
部
省
在
外
研
究
員

族
費
に
よ
り
'
三
月
二
九
日
大
阪
蒙
､
ロ
ン
ド
ン
大
学
経

済
学
部
に
於
い
て
大
自
由
度
力
学
系
と
し
て
の
経
済
の

研
究
を
行
い
､
九
月
二
七
日
蹄
闘
｡

･
高
田
時
雄
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
九
月
二
四
日
大
阪

牽
､
甘
粛
工
業
大
挙
接
待
中
心
に
於
い
て

｢中
国
敦
煙

吐
魯
香
草
学
術
討
論
合
｣
出
席
'
上
海
固
書
館
に
於
い

て
教
壇
関
係
資
料
収
集
を
行
い
'

一
〇
月
三
日
蹄
園
｡

･
高
田
京
比
子
助
手

(西
洋
部
)
は
､

一
〇
月
三
日
大
阪

護
､
パ
ド
グ
ァ
大
挙
'
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
立
古
文
書
館

に
於
い
て
イ
タ
リ
ア
中
世
史
に
関
す
る
調
査
を
行
い
へ

l
〇
月

l
五
日
蹄
園
｡

･
森
本
淳
生

(西
洋
部
)
助
手
は
'

一
〇
月

一
五
日
大
阪

凄
'
パ
リ
第

一
二
大
学
へ
フ
ラ
ン
ス
園
立
固
書
館
に
於

い
て
ポ
ー
ル
･
ヴ
ァ
レ
リ
ー
に
関
す
る
調
査

･
資
料
収

集
を
行
い
､

一
一
月

l
日
蹄
閲
｡

･
森
賀

一
意

(東
方
部
)
助
手
は
'
文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
､

一
〇
月
二
七
日
大
阪
蒙
､
ロ
ー
マ
国

立
固
書
館
'
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
園
立
固
書
館
､
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
大
学
､
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
囲
立
国
書
館
に
於
い
て
漢
籍

調
査
及
び
宣
教
師
の
手
に
な
る
中
国
語
史
資
料
の
研
究
を

行
い
へ

一
一
月
九
日
蹄
園
｡

･
高
田
時
雄

(東
方
部
)
助
教
授
は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
'

一
〇
月
二
七
日
大
阪
車
'
ロ
ー
マ

国
立
固
書
館
､
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
国
立
固
書
館
､
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
大
学
'
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
立
囲
書
館
に
於
い
て
漢

籍
調
査
及
び
宣
教
師
の
手
に
な
る
中
国
語
史
資
料
の
研

究
を
行
い
'

二

月

一
五
日
蹄
園
｡

･
田
中

淡

(東
方
部
)
教
授
は
､
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産

保
存
日
本
信
託
基
金
に
よ
り
二

〇
月
三

一
日
大
阪
費
､

大
明
官
舎
元
殿
車
掘
現
場
に
於

い
て
｢大
明
官
舎
元
殿

追
跡
修
復
事
業
専
門
家
合
議
｣
に
出
席
､
敵
合
科
学
院
考

古
研
究
所
に
於
い
て
資
料
調
査
を
行
い
､

一
一
月
三
日

蹄
園
｡

･
藤
田
隆

則

(西
洋
部
)
助
手
は
'
八
月
二
五
日
大
阪
凄
'

イ
リ
ノ
イ
大
学
音
楽
学
部
､
コ
-
ネ
ル
大
学
に
於
い
て

東
ア
ジ
ア
俸
統
音
楽
の
俸
承
様
式

に
つ
い
て
の
研
究
へ

ハ
ワ
ー
ド
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
於
い
て

｢民
族
音
柴
学
舎
｣

に
出
席
､

一
一
月

1
八
日
帝
国
｡

･
栖
本
黍
生

(東
方
部
)
助
手
は
'

文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
t

l
l
月

一
五
日
大
阪
登
､
イ
ン
ド
美

術
館
に
於
い
て
博
物
館
遣
物
調
査
'
プ
リ
ン
ス
･
オ
ブ

･
ウ
ェ
ー
ル
ズ
博
物
館
､

エ
レ
フ
ァ
ン
ク
､
カ
ネ
リ
ー

に
於
い
て
博
物
館
遣
物
調
査
及
び
係
数
遺
跡
調
査
'
ア

ウ
ラ
ソ
ガ
バ
ー
ド
'
エ
ロ
ー
ラ
､
ア
ジ
ャ
ン
ク
1
㌧
バ
ー

ジ
ャ
ー
'
べ
ド
ゥ
サ
ー
に
於

い
て
俳
数
遺
跡
調
査
を
行

i

一
一
月
二
九
日
野
閲
｡

･
船
山

徹

(東
方
部
)
助
手
は
'
文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
'

二

月

一
五
日
大
阪
襲
､
イ
ン
ド
美

術
館
に
於
い
て
博
物
館
遣
物
調
査
､
プ
-
ン
ス
･
オ
ブ

･
ウ
ェ
ー
ル
ズ
博
物
館
'
エ
レ
フ
ァ
ン
タ
､
カ
ネ
リ
ー
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に
於
い
て
博
物
館
遺
物
調
査
及
び
併
教
遺
跡
調
査
へ
ア

ウ
ラ
ソ
ガ
バ
ー
ド
'
ユ
ロ
ー
ラ
'
ア
ジ
ャ
ン
ク
-
'
バ
ー

ジ
ャ
ー
'
べ
ド
ゥ
サ
ー
に
於

い
て
沸
教
遺
跡
調
査
を
行

い
'

一
一
月
二
九
日
蹄
園
｡

･
乗
山
正
進

(東
方
部
)
教
授
は
､
文
部
省
科
挙
研
究
費

補
助
金
に
よ
り
'

二

月
二
l
日
大
阪
登
､
タ
キ
シ
ラ

遺
跡
於
い
て
俳
寺
構
成
要
素
の
現
地
調
査
を
行
い
'

一
二

月
六
日
帝
国
｡

･
岡
村
秀
典

(東

方
部
)
助
教
授
は
'
文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
に
ょ
り
'

1
1
月
三
〇
日
大
阪
吏
'
大
英
博

物
館
に
於
い
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
遺

物
の
調
査
を
行
い
'

一

二
月

二

日
蹄
園
｡

･
勝
村
哲
也

(東
方
部
)
助
教
授
は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
よ
り
､

〓

l月
二
六
日
大
阪
教
'
香
港
中

文
大
挙
'
マ
カ
オ
に
於
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
園
探
険

に
関
す
る
資
料
収
集
を
行
い
'

〓

1月
二
九
日
蹄
園
｡

･
骨
布
川

寛

(東
方
部
)
教
授
は
'
委
任
経
理
金
に
よ

り
'

二

一月
二
七
日
大
阪
登
'
中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
､
故
官
博
物
院
に
於
い
て
中
国
美
術
資
料
の
収
集

を
行
い
'

二

一月
三
〇
日
蹄
園
｡

外
図
人
研
究
員

･
J
o
sh
u
a
A
n
d
re
w

F
oge
l

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
校
教
授

中
国
史

･
近
代
日
中
関
係
史
の
研
究

(日
本
学
客
員
部
門
)

受
入
教
官

山
室
助
教
授

期
間

六
月
二
〇
日
～
一
九
九
七
年
五
月
三

一
日

･

P
ai
st

eyN
ath
a
n
L
ivin
g
sto
n

マ
ッ
ギ
ル
大
学
教
授

西
洋
近
代
に
お
け
る
文
学

･
蛮
術
の
学
際
的
研
究

(比
較
牡
合
客
員
部
門
)

受
入
教
官

富
永
助
教
授

期
間

1
月

1
0
日
～
八
月
三

1
日

･
楊

鴻

動

中

国
赴

合
科
学
院
考
古
研
究
所
研
究
員

中
国
建
築
史

･
庭
園
史
の
研
究

(比
較
社
台
客
員
部
門
)

受
入
教
官

田
中
教
授

期
間

九
月

一
〇
日
～
一
九
九
七
年
四
月
九
日

招
構
外
園
人
筆
者

･
An

n
e
M
ette
H
jo
rt

マ
ッ
ギ
ル
大
学
助
教
授

ボ
ス
-
構
造
主
義
以
後
の
文
学
理
論

受
入
教
官

大
浦
助
教
授

期
間

一
月

一
〇
日
～
八
月
三

一
日

･
G
.
A
u
ro
ra
T
e
sta

ナ
ポ
リ
東
洋
大

学
ア
ジ
ア
研
究
科
研
究
員

唐
洛
陽
城
の
考
古
撃
的
研
究

受
入
教
官

乗
山
教
授

期
間

二
月

一
日
～
三
月
三

一
日

･
園

慶

華

チ

ャ
ル
マ
ス
技
術
大
挙
研
究
員

中
園
及
び
日
本
建
築
の
研
究

受
入
教
官

田
中
教
授

期
間

五
月
二
〇
日
～
一
九
九
七
年
五
月

一
九
日

･
R
o
n
a-d
P
aE

T
ob
y

イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授

日

･
中
･
朝

間

の
相
互
認
識
と
誤
解
に
つ
い
て
の
研
究

受
入
教
官

山
室
助
教
授

期
間

六
月

一
日
～
七
月

一
日

･
何

培

斌

香

港
中
文
大
学
副
教
授

唐
代
沸
教
建
築
と
日
本
併
寺
の
比
較
研
究

受
入
教
官

田
中
教
授

期
間

六
月
三
日
～
八
月

一
五
日

･
T
an
sen
S
en

ペ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
挙
助
手

唐
宋
時
代
中
印
交
渉
史
の
研
究
受
入
教
官

葉
山
教
授

期
間

六
月
二
〇
日
～
一
一
月
三
〇
日

･lo
an
E
J
u
d
g
e
ユ
タ
大
学
助
教

授

臣
民
か

ら
市
民

へ
-
明
治
日
本
と
清
未
申
園
に
お
け
る

｢
民
｣
概
念
の
襲
容
-

受
入
教
官

狭
間
教
授

期
間

六
月
二
七
日
-
1九
九
七
年
六
月

1
九
日

･
M
ark
W
.

A
lLo
n

ロ
ン
ド
ン
大
学
講
師

原
始
俳
教

経

典
の
僑
承
過
程
の
研
究
受
入
教
官

荒
牧
教
授

期
間

七
月
八
日
～
〓

l月
三

一
日

･
F
ran
co
ise
B
otte
ro

フ
ラ
ン
ス
園
立

科
寧
セ
ン
タ
ー
研
究
員

漢
字
の
特
質
と
そ
の
諸
問
題
受
入
教
官

高
田
助
教
授

期
間

七
月
八
日
～
一
九
九
七
年
七
月
七
日

･
張

賓

三

園

立
豪
湾
大
草
副
教
授

日
本
近
代
京
都
学
派
中
園
経
籍
研
究
迷
論
の
研
究

受
入
数
官

金
助
教
授

期
間

八
月

一
日
～
一
九
九
七
年
七
月
三

一
日

･K
lau
s
K
rach
t

ベ
ル
-
ン
=
フ
ソ
ボ
ル
ー
大
学
教
授

日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
の
敵
合
史
的
研
究

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期
間

九
月
四
日
～
1
0
月
三

1
日

LLl112



桑 報

･

L

ivi
a
K

olm
ボ
ス
-
ン
大
学
準
教
授

中
開
中

世
にお
け
る
道
教
の
戒
律
の
研
究

受
入
教
官

吉
川
教
授

期
間

九
月

一
八
日
～
一
九
九
七
年
八
月
三

一
日

外
国
人
研
究
生

･
W
o
tfg
a
n
g

Lehnert
フ
ァ
ル
ハ
建
築
事
務
所
建
築

技
師
l
九
世
紀
日
本
に
お
け
る
住
宅
の
襲
容
と
壁
の
構
法

受
入
教
官

田
中
教
授

期
間

四
月

一
日
～
一
九
九
八
年
三
月
三

一
日

一
九
九
六
年
三
月
三

一
日
刊

注
揮
漂
荒
紀
事

飛
鳥
井
雅
道

･
斎
藤

希
史
編

一
九
九
六
年
四
月
二
五
日
刊

元
史
百
官
志
索
引

l
九
九
六
年
三
月
二
九
日
刊

所
報

｢
人
文
｣
第
四
二
親

l
九
九
六
年
三
月
三

一
日
刊

徳
永

洋
介
編

出

版

物

紀
要人
文
学
報

第
七
十
七
碗

一
九
九
六
年

l
月
三

一

人
文
学
報

第
七
十
八
競

一
九
九
六
年
三
月
三

一

東
方
学
報

第
六
十
八
坂

(紀
要
第

l
二
九
射
)

日
刊(紀
要
第

二
二
〇
筋
)

日
刊(紀
要
第

二

一八
筋
)

一
九
九
六
年
三
月
三
〇
日
刊

欧
文
紀
要

第
三
〇
親

一
九
九
六
年
三
月
三

一
日
刊

東
洋
学
文
献
滞
日

一
九
九
三
年
度

一
九
九
六
年
三
月
三

一
日
刊

研
究
報
告
そ
の
他

明
未
満
初
の
牡
合
と
文
化

小
野

和
子
編

843




